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厚生労働科学研究費補助金（認知症政策研究事業）

分担研究報告書

「独居認知症高齢者等が安全・安心な暮らしを送れる環境づくりのための手引き」の作成

研究分担者 粟田主一 東京都健康長寿医療センター研究所副所長

A． 研究目的

本研究の目的は、2019 年度から 2021年度

に実施された文献調査，既存統計資料等を活

用した実態調査、疫学調査、事例調査、地域

生活支援等の取組みに関する調査、アクショ

ンリサーチの結果を踏まえて，自治体向け・

住民向けの「独居認知症高齢者等が安全・安

心な暮らしを送れる環境づくりための手引

き」を作成することにある。

B． 研究方法

1) 系統的文献レビューとエビデンスブック

の作成

本研究テーマに関連する国内外の研究成果

を渉猟するために，Arksey と O’Malley が発

案したスコーピング・レビューの方法を

PRISMA-ScR ガイドラインに示される手順を参

考にして活用して系統的文献レビューを行っ

た．すなわち、厚生労働科学研究「独居認知症

高齢者等が安全・安心な暮らしを送れる環境づ

くりのための研究」研究班の中にガイドライン

作成委員会を設置し、①55項目のCQを設定し、
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②各 CQ について担当者を定め、PubMed 及び医

学中央雑誌を基本データベースとして活用し、

文献検索式を作成して文献を特定した。また、

その他の情報源（特定された文献に引用されて

いる文献、ハンドサーチで検索された文献・資

料など）を用いて追加文献を特定し、③特定さ

れたすべて文献の適格性を評価した上で、CQ

回答文作成に関連する重要文献を選択し、④そ

れらを要約して CQ の回答文と解説文を作成し

た。尚、文献検索の過程において、CQ の内容を

部分的に修正する必要が生じた場合には、ガイ

ドライン作成委員会の承認を得てこれを許容

した。尚、系統的文献レビューの過程において

明らかにされたことであるが，この領域の研究

は極めて未成熟であり、エビデンスレベルの高

い介入研究がほとんどなされていない．したが

って、現段階で科学的根拠に基づいたガイドラ

インを作成は困難と考えられた。そのため、CQ

に対する回答集は「ガイドライン」とは命名せ

ず、「エビデンスブック」と命名した．

2) 手引きの作成

エビデンスブック作成の下で構築されたナ

レッジベースを基礎にして，自治体関係者や

専門職が日々の業務に役立てることができる

ように配慮した実用的な手引書を作成した．

（倫理面への配慮）

文献を取り扱う際には、著作権を侵害すること

がないよう配慮した。なお、本研究では個人情

報は扱っていない。

C. 研究結果

1) 系統的文献レビューとエビデンスブック

の作成

資料として添付した「独居認知症高齢者等

が安全・安心な暮らしを送れる環境づくりに

関するエビデンスブック」を参照されたい．

2) 手引きの作成

資料として添付した「独居認知症高齢者等

が安全・安心な暮らしを送れる環境づくりの

ための手引き」を参照されたい．

D. 考察

独居認知症高齢者の尊厳ある地域生活の継

続をアウトカムとする研究は，国内外を通じて

ほとんどない．このテーマにフォーカスをあて

た研究の蓄積が必要であり，それを踏まえた多

様なステークホルダーを対象とするガイドラ

インを作成することが、今後の課題である。

E. 結論

現段階の国内外の研究成果を踏まえて，

「独居認知症高齢者等が安全・安心な暮らし

を送れる環境づくりに関するエビデンスブッ

ク」と「独居認知症高齢者等が安全・安心な

暮らしを送れる環境づくりための手引き」を

作成した．
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